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高次脳機能分野 

中村克樹 (教授), 宮地重弘 (准教授), 脇田真清 (助

教), 泉明宏 (特定准教授), 倉岡康治 (特定助教), 

竹本篤史, 山口智恵子 (研究員(産官学連携))，木

場礼子 (学振特別研究員), 鈴木冬華, 三輪美樹, 

一木沙織 (技術補佐員), 藤田恵子 (事務補佐員), 

石川直樹, 鴻池菜保, 小野敬治, 禰占雅史(大学院

生), 菊池瑛理佳 (特別研究学生) 

＜研究概要＞ 

A) コモンマーモセットの認知機能計測 

中村克樹, 竹本篤史, 木場礼子, 山口智恵子, 三輪美

樹, 泉明宏, 菊池瑛理佳 

コモンマーモセットの認知機能（知覚・記憶等）を

調べるために, その装置開発を含め方法の確立を目

指した研究を実施している．小型の汎用認知機能実験

装置を開発し, 視覚弁別課題・逆転学習課題・遅延見

本合せ課題・順序学習課題等を訓練し, コモンマーモ

セットで遂行可能なことを明らかにした．  

 

B) 乳幼児の視線計測に基づく動作理解の発達研究 

中村克樹, 中村徳子（昭和女子大学）, 佐々木丈夫（日

本公文教育研究会）, 岡村竜三（日本公文教育研究会） 

健常児と発達障害児の動作理解能力を比較・検討す

るために, 非侵襲的に視線を計測する専用装置を用

い視覚刺激に対する注視パターンを調べている． 

 

C) 鼻部温度変化を用いたサルの情動変化の定量的計

測 

倉岡康治, 中村克樹 

サルの情動変化を定量的に測定する指標として鼻

部の皮膚温度変化を測定した． Aggressive threat, Coo, 

Scream というサルに特徴的な行動の中でも , 

Aggressive threat に対しては安定した温度低下が観察

されることが分かった． また， 動画のみや音声のみ

に対しても温度低下が引き起こされるが， 動画と音

声を同時に提示したときにより顕著な温度低下が観

察されることが分かった． 

 

D) 視線を手掛かりとした報酬獲得に関わる脳内機序

の解明 

倉岡康治, 中村克樹 

経験を通じて得られる社会的情報の処理に関わる

脳内機序を解明することを目的に, アカゲザルを対

象に, 他個体の顔写真刺激から視線を手掛かりとし

て, 報酬が得られる標的を選択する課題遂行時にお

ける脳神経活動の記録を計画している． 本年度はサ

ルの課題訓練を行った． 

 

E) ニホンザルにおける性の認知とホルモンの関連性

の解明 
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木場礼子, 中村克樹 

性ホルモンが性の認知に与える影響を検討するた

めに, ニホンザルを対象に, 他個体の顔写真などの視

覚刺激に対する弁別能力や選好性といった認知と, 

ホルモン動態との関連性を調べる計画である． 課題

遂行個体の尿の採取をおこない, ホルモン測定をお

こなう． 本年度は実験装置のセットアップとホルモ

ン測定法の検討をおこなった． 

 

F) 注意シフトの継時変化とその脳内機構の解析 

小野敬治, 井上雅仁（順天堂大学）, 宮地重弘, 三上

章允（中部学院大学） 

脳は限られた計算資源しか持たず, 外界からの感

覚情報を同時に処理できない. そこで, 最も重要な情

報にまず注意を向け, その後次のものへと逐次注意

をシフトさせていると考えられる. 注意シフトの時

間特性を調べ, その脳内機構を明らかにするため, 2

頭のアカゲザルに行動課題をトレーニングした. ま

た, 注意と関係する頭頂葉の領域から細胞活動を記

録した. 

 

G) 色弁別課題遂行中のサル前頭連合野におけるニュ

ーロン活動の解析 

石川直樹, 片井聡, 井上雅仁, 宮地重弘, 三上章允 

色弁別と記憶を伴う眼球運動課題遂行中のサル前頭

連合野から, ニューロン活動を記録し, バースト発火

の有無とパターンの違いを手掛かりとしてタイプ分類

を行った. その後, 各タイプの細胞と課題との関連性

を解析した. 

 

H) 大脳皮質神経回路の生後発達の研究 

宮地重弘, 大石高生（統合脳システム）, 高田昌彦（統

合脳システム）, 桧垣小百合（統合脳システム）, 宮

部貴子（人類進化モデル研究センター） 

ヒトを含む霊長類の大脳新皮質は生後も発達を続

けることが知られている. 行動制御にとくに重要で

ある外側前頭前野を含む神経回路の生後発達過程を

明らかにするため, 幼若サルの外側前頭前野への神

経入力様式を解剖学的に解析した. また, 特定の神経

入力を除去することによる認知機能への影響を調べ

るため, サルに遅延非見本合わせ等の認知課題を訓

練した. 

 

I) サルのリズム制御の神経メカニズムの解明 

鴻池菜保, 宮地重弘 

リズム制御の神経機構を単一神経細胞および神経

回路レベルで明らかにすることを目的として,ヒトに

近い発達した脳を持ち, 複雑な行動課題を学習でき

るマカクサルを対象としてリズミカルにボタンを押

す課題を訓練した. 本年度は, 行動データの収集およ

び解析をおこなった. マカクサルにおいては, 一定間

隔のボタン押し課題ではランダム間隔の場合に比べ

て反応時間が短縮し, 次のボタン押しのタイミング

を予測して行動していることが明らかになった. 

 

J) ヒトのリズム制御の神経メカニズム解明 

鴻池菜保, 倉岡康冶, 宮地重弘, 中村克樹 

リズム認知および運動リズム制御の脳内機構を明

らかにするため， 健常成人を対象としてリズム記

憶・再生課題遂行中の脳活動を， 機能的 MRI を用い

て計測した． その結果， リズム認知， 再生に関連

して前頭葉・頭頂葉皮質を中心とした領域が賦活され

た． リズム認知に関わる賦活パターンは， リズムが

視覚的に提示されても聴覚的に提示されても差がな

く,感覚モダリティを超えて処理されていると考えら

れた． 

 

K) 長期記憶および短期記憶に基づく行動決定の神経

機構の研究 

禰占雅史, 宮地重弘, 中村克樹 

本研究では, 短期記憶に基づく行動決定および長

期記憶に基づく行動決定をサルに行なわせ, その際

の神経活動を外側前頭前野において記録 ,解析した. 

これまでに, 長期記憶に基づく行動決定, および短期

記憶に基づく行動決定のそれぞれに特異的な神経活

動を記録できた. 

 

L) 運動関連皮質の生後発達の神経解剖・神経生理学

的研究 

宮地重弘, 禰占雅史 

前頭葉のさまざまな運動関連領野の機能の生後発

達を明らかにするため, マカクサル成熟個体および

幼若個体を対象に, パラメータの異なる電気パルス

により, それぞれの皮質領域を刺激し, 刺激により誘

発されるさまざまな運動を観察, 記録し, 月齢, 年齢

ごとに比較する. 本年度は, 成熟個体を対象に, 一次

運動野をさまざまな刺激パラメータで刺激し, 誘発

された運動を観察した. 

 

M) ヒトブローカ野における実行する行為の階層処

理様式の解明 

脇田真清 

ヒト被験者にいくつかのフィードバック条件で伴

奏にあわせてピアノ鍵盤を弾いてもらい, そのとき

の下前頭領域の活動を光トポグラフィ装置で記録し

た. 結果, 弾いた音が時間的に遅延する条件では, 弾

いている動作が遅延する条件や反転する条件よりも, 

標的部位の活動が高くなった . 実行する行為の視

覚・空間的側面よりも時間的側面に関わっていること

がわかった． 

 

N) コモンマーモセットの聴覚的な階層構造の処理様

式の解明 

脇田真清 

コモンマーモセットを用いて聴覚弁別訓練を行っ

た. 配列が異なっても要素が共通な二つの音系列は

弁別が困難であった. 
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